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2022 年７月 29日 

各 位 

会 社 名 ウ ェ ー ブ ロ ッ ク ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

 代 表 取 締 役 兼 執 行 役 員 社 長  石原 智憲 

 （コード番号：7940 東証スタンダード市場） 

問 合 せ 先 全 社 統 括 部 長  飯田 裕樹 

 （TEL.03-6830-6000） 

 

営業外収益の計上と 2023 年３月期第２四半期累計期間並びに通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31日）における第１四半期において、下記の通り営業外収益を

計上することになりましたので、お知らせいたします。 

また、業績動向を踏まえ、2022 年５月 13日に公表いたしました 2023年３月期の第２四半期累計期間並びに 2023年３

月期通期の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．営業外収益の計上について 

  （１）為替差益の計上 

為替相場の変動により、為替差益 61 百万円を営業外収益として計上いたします。これは主に海外子会社への

貸付金と外貨建債権を 2022年６月末時点での為替相場で評価替えしたことによるものです。 

  （２）保険解約返戻金 

子会社において保険を解約したことにより、保険解約返戻金54百万円を営業外収益として計上いたします。 

 

２．業績予想の修正 

2023 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2022年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1株あたり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

12,000 

百万円 

280 

百万円 

285 

百万円 

1,930 

円銭 

228.79 

今回修正予想（Ｂ） 12,000 450 570 2,190 259.61 

増減額（Ｂ－Ａ） - 170 285 260  

増減率（％） - 60.7% 100.0% 13.5%  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2022年３月期第２四半期） 
10,847 537 701 534 54.55 

 

2023 年３月期通期（累計）連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株あたり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

24,400 

百万円 

590 

百万円 

595 

百万円 

2,130 

円銭 

252.49 

今回修正予想（Ｂ） 24,400 590 710 2,240 265.53 

増減額（Ｂ－Ａ） - - 115 110  

増減率（％） - - 19.3% 5.2%  

（ご参考）前期通期実績 

（2022年３月期） 
21,002 649 903 655 69.73 
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３．修正の理由 

 本日発表いたしました 2023 年３月期第１四半期決算におきまして、2022 年５月 13 日発表時点において想定した

2023 年３月期第２四半期累計期間の連結営業利益を上回ることとなりました。 

 これは、マテリアルソリューション事業において、原材料価格の高騰や円安の影響が見込まれる中、①当初想定より

もその上昇の影響が第 1四半期においては限定的であったこと、②外部環境が厳しいことへの対応として、販売管理費

の削減に取り組むことができたことによります。 

 また、アドバンストテクノロジー事業のデコレーション＆ディスプレー分野において、①スタートが好調であった

こと、②一関工場設備移設による機械一時停止を下期に予定している中、当初想定以上に製品への需要が見込まれるこ

とから、上期を中心に製品の事前備蓄を目的とした製造前倒しを実行したことに起因するものです。 

 

連結経常利益に関しましては、「１．営業外収益の計上について」で記載いたしました要因により、想定を上回ること

となります。 

 

このような状況の下、2023年３月期第２四半期累計期間の営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益

が、前回公表値を上回る見通しとなり、連結業績予想数値を修正いたしました。 

 

 一方、2023 年３月期通期の業績につきましては、売上高と営業利益については従来の予想を据え置きとしておりま

す。これは、とりわけ下期において、原材料価格の上昇や円安が想定より大きくなり、マテリアルソリューション事業

への影響が見込まれること、また、アドバンステクノロジー事業において、一関工場設備移設に伴う機械停止により一

時的な製造停止を背景とする下期への影響によるものです。 

 なお、経常利益と親会社株主に帰属する純利益は上期修正を受け、通期でも修正いたします。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。                   

 

                                               以上 


